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私たちは心で歌う目で歌う合唱団 ニュース ＮＯ.７ 
サントリー第九公演本番 ２０１２年５月６日(日) 

本番当日まであと ２１日!! 残り練習回数（当日ゲネプロ含む） ５回!! 
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♪ 次週 ４月２２日（日）の練習会場は、帝京平成大学 区民集会室 です ♪ 
 

≪第五パートの皆様、本日は急な会場変更、ご理解ご協力ありがとうございました。≫ 
 

合唱団員さんから一言･･･ 
 障害者が第九に挑戦するから・・・、とさそわれ、初回から参加ができたのが幸いだった。当時私は６０代の手習

いで、横文字や楽譜も読めない素人。そういう人を排除せず、情熱的な指導で本物の第九の世界へグイグイ引

っ張り込んでくれた。私は障害者達と一緒に必死で頑張った。こうしてみんなが心を一つにして大成功を収めた初

回の演奏会で得た「歓喜」は思い出だけでなく、その後難曲にぶつかった度に「あの時の大変さでやればできる」と

いう力がついた。 

 ゆきわりそう２５周年、私は８０代の半ばになった。振り返ってみると、初めは口先でしか歌えなかった第九が、発

声練習の積み重ねで少しづつ身体に入り、年と共に身体のつかい方がわかってくるが、それに反し、楽器となる肉

体はおとろえてきた。それを実感しながら第九とむきあっている。身体をつかって出す自然の声は、むずかしくても健

康によい。年をとって前向きに生きるためにもそれを目指したい。そしてみんなと心を一つにして「歓喜」を味わいたいと

思っている。                                              アルトパート 山﨑 豊子 
 

① お待たせしました！！ ４日・５日・６日のスケジュール  【裏面参照】 
それぞれの集合時間・場所等をお知らせします。衣装も決定しましたので、お早めにご準備下さい。 

まさにゴールデンな３日間。体調を崩さないように、各自生活プランを立ててみましょう。 
 

② 募金缶開封第一弾！！ 4 月２９日（日）練習終了後に行います。 
缶を開けて、金種別に分けて…。さて、いくらになるでしょうか？？？ みんなで楽しくやりましょう！ 

ご参加いただける方、持ち物は、缶切りとビニール手袋、又は、軍手。と、練習後のやる気！！元気！ 

２９日に募金缶持ってくることが出来ない方は、次週２２日（日）にお持ち下さい。 
 

③ 参加券 ４月８日 １６時３０分。【完売】しました！！ 

 今後、参加券をご希望の方は、キャンセル待ちとなりますので、事務局までご一報ください。 
 お手元の振り込み用紙は、ご使用にならない様、ご注意願います。 

 

④ ホームページ『ゆきわりそうグループ公式サイト』から、 

≪ 竹川 由紀乃 先生です ≫       

第九の伴奏をピアノで弾いてくれ

ます。何度も繰りかえして弾いてくれ

ます。ときどきおもしろいピアノを弾

いて、みんなを笑わせてくれます。い

つもニコニコしている先生です。 

実行委員：宮坂和磨

      このニュースを確認できる様になりました！！ 

 

みきこのつぶやき・・・ 

みなさ～ん！！今日も元気に歌えましたか？ 

桜も咲いて、春めいて来た今日この頃ですが、夜になると寒いですね。 

風邪に気を付けて本番に備えることが先決なので、花見のドンチャン騒ぎは

後回しという方も多いのではないでしょうか？？？ 

本番、終わったらいっぱい、ビール飲もう！ 

な～んて思っている人も多いのでは・・・？  私もその一人です。 

大きいことをやりとげた後の一杯はおいしいはず。 

先週の練習会、始めにパート別にまるくなって、手をつなぐところからスター

トしました。仲間の顔、覚えられたかしら？大勢で歌うから心を一つにして、前

よりもレベルが高い第九♪になっています。 

あと、一ヶ月…、きりました。頑張りましょう・・・も、そうだけど、楽しみましょう。 

エイ!エイ!!オー!!!  実行委員：林田美貴子 
 

私たちは心で歌う目で歌う合唱団 「祈りのコンサート」事務局 


